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複合語のアクセントと意味・修飾構造 
―ノルウェー語 Sandnes 方言を通じて見た諸問題― 
 
   三村 竜之＊1 
 
On the Correlation between Compound Accent and the Internal 
Modification Structure 








This paper aims at reexamining the mechanism operative behind the compound stress patterns found in 
Sandnes Norwegian, a southwestern dialect of Norwegian and proposing a new and better explanation 
for the phenomena. Although the Compound Stress Rule which the author has proposed so far may 
explain almost all the compound stress patterns of the dialect, there are still several exceptional cases 
which have to be explained semantically. To seek for an alternative theory, the author points out the 
compound stress has a strong tendency to fall on the modifier, not the head of a compound, and based 
on the findings, the author proposes a new and better rule which provides a thorough explanation for 
both the regular and irregular or exceptional patterns. 
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1. 2 ノルウェー語 Sandnes 方言について 
Sandnes 方言の話される Sandnes はノルウェー南西部に位置する Rogaland 県の一都市である。2012 年
6 月の統計では約 6 万 8 千人の人口を有しており、2013 年にはノルウェーで 7 番目に大きな都市になる
と見込まれている（典拠: http://www.sandnes.kommune.no）。 












b. 主強勢の現れる音節には、主として「高平調 high-level tone」が現れる場合と（ゲルマン語学の
慣例では「アクセント 1」と呼ぶ）と「下降調 falling tone」の現れる場合とがあり、音韻論的
に有意義な音調を有する*3 








*2 例えば、bokmål において舌尖の「はじき音 flap」（あるいは「ふるえ音 trill」）として現れる r の音は、Sandnes 
方言では（デンマーク語標準方言と同じく）「有声口蓋垂摩擦音」として現れる。また、これに関連して、bokmål に




トを有する言語である（たとえばスウェーデン語に関する城生  (2008: 134)(9) の見解を参照）とは全く考えてはおら
ず、飽くまでもストレスアクセントの言語であると捉えている（拙論 (2)(4) を参照されたい）。 
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1. 3 アルファベット関連語彙  
これまで筆者は、Sandnes 方言や系統的に近い関係にあるデンマーク語における「アルファベット頭文
字語 initialism」の音韻論的側面について私見を述べてきたが (1)(10)(11)、拙論において筆者は、アルファベ








2 複合語強勢規則とその例外  
 
2. 1 複合語強勢規則 
Sandnes 方言では、複合語における主強勢の位置は以下に述べる規則で導くことができる : 
(2) 複合語強勢規則 
複合語の品詞や構成要素の数、内部構造の別（「右枝分かれ構造」か「左枝分かれ構造」の別）を問
わず*4、（直接構成素に分析した際に得られる）「前部要素」（[A [BC]] という内部構造であれば A が、
[[AB] C] という内部構造であれば AB がこれに相当）が本来有する主強勢が複合語全体の主強勢と
して現れる。 
上記の規則を、以下、便宜的に CSR (Compound Stress Rule) と呼ぶことにする。 
CSR の具体例*5 を以下に示す*6: 
 
*4 複合語における主強勢の位置を問題とする限りにおいては品詞の別や内部構造の別は関与しないが、複合語全
体の音調（アクセント 1 と 2）の別に関しては後部要素の品詞や前部要素の音節数が条件として関与することがあ
る。従って、構成要素の品詞や内部構造の別は複合語のアクセント型全体を決定する上では重要な条件である（詳
細は拙論(10)を参照されたい）。 
*5 本稿において引用する資料は、全て筆者が Sandnes 方言を母語とする話者一名をインフォーマントとして、2009
年から 2012 年にかけて実施した聞き取り調査を通じて採取したものである（詳細に関しては拙論 (4)を参照された
い）。インフォーマントは Brede Tingvik Haave さん（1988 年生・男性）。数年に渡りインフォーマントとして筆者に
尽力して下さった Tingvik Haave さんにこの場をお借りして心よりお礼を申し上げる。  
*6 本稿では、引用する資料は、まずイタリック体のラテンアルファベットでその綴りを示し、続いて音声記号を用
いてその音声を提示する。ただし、Sandnes 方言は正書法が確立しておらず、従って、本稿では便宜的に  bokmål（ノ
ルウェー南東部の方言を基盤とする標準方言）の正書法で表記する。  
本稿で用いる音声記号は基本的に国際音声記号 (IPA) に準拠しているが、煩雑になるのを防ぐために可能な限り
簡略表記を用いている。但し、以下の二点において  IPA の正用法に従っていないため注意されたい。第一に、音調
の表記には tone letter は用いず、F（下降調）、H（高平調）、L（低平調）、M（中平調）の記号を用いた。母音や子
音といった単音を表記する音声記号に比べて tone letter はそれほど一般的では無い点に加え、音声表記が煩雑にな
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2. 2 複合語強勢規則の例外とその解釈案  
前節で概略を述べた複合語強勢規則(CSR)に反する例外的な強勢の型として、次の二種類が確認され
ている: 1) 前部要素と後部要素のいずれにも主強勢の現れる型、2) 後部要素にのみ主強勢の現れる型。
以下、それぞれの型について具体例を挙げながら考察していくことにする。 
 



















*7 Dvandva の語例は、現在確認されている限りでは、ここに示した 4 例のみであるが、例えば ja/nei-spørsmål「Yes
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後部要素である数詞「4」が特定している。また、例えば(7b.i)の Hotell Sverre は、あくまでもそれが指し
示すものは「ホテル」であるが、数ある内の「どの」ホテルであるかを後部要素である Sverre が詳しく
規定しており、「種別・類別」という意味関係を読み取ることができる。  
同様に、(7c.i)の Kong Harald は、あくまでもそれが指し示しているものは前部要素が表わす「王」で
あるが、「どの」王であるかを後部要素である固有名詞 Harald が詳しく規定しており「種別・類別」と
三村 竜之 
－ 134 － 
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いう意味関係が読み取れる。また、(7c.ii)の Harald Blåtann は前部要素が Harald という人名で、後部要
素 Blåtann はその個人的特徴を指し示しているが、Blåtann が「どの」Harald であるかを特定していると
いう点で、同じく前部要素と後部要素の間に「種別・類別」の意味関係が読み取れる。  
 
3 複合語内部の意味関係と音韻論的共通性  
 




















3. 2 SMR の修正: dvandva の事例 








前節ならびに前々節において提案した SMR の適用過程は以下のように図示される: 
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4 結語 
 








4. 2 残された課題 
4. 2. 1 例外の存在とその解釈 
本研究で提案した SMR により、Sandnes 方言の複合語強勢は全て説明が可能であるが、SMR では説
明のできない語例が確認されている: 
 
Peppermynte はおそらく pepper と mynte から作られた複合語であると考えられ、意味的に考えて「修
飾部・主要部」の修飾関係を有すると想定される。それにも拘わらず、主強勢は主要部である後部要素  
-mynte に現れており、SMR では説明ができない（言うまでもなく、CSR の反例でもある）。 
なお、系統的に近い関係にあるデンマーク語においても、peppermynte に相当する pebermýnte は後部要




さらに、pepper を前部要素とする pépperbørsa「胡椒入れ」（cf. børsa「容器」）や pépperkake「スパイ
ス入りクッキー（クリスマスのお菓子）」（cf. kake「ケーキ」）は前部要素に主強勢が現れているため、後
部要素 mynte に例外的な強勢の型を生み出す要因が隠されている可能性があるが、後部要素が mynte で
ある複合語は（筆者の資料では）peppermýnte 以外には未だ確認されておらず、そのため比較しうる語例
が存在しない。今後の調査が待たれる（ちなみに Sandnes 方言と系統的に近しいアイスランド語では SMR
（並びに CSR）に順ずる型を示す: píparmynta; なお、主強勢は前部要素が担うが、ここでのアクセント
記号はアイスランド語の正書法によるものである点に注意されたい）。 
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というのも、複合語全体の意味を捉える上では、修飾部の方がむしろ情報量が大きいからである。例え
ば、p.4 にて引用した gulbrun「黄味がかった茶色の」は gul「黄色」の一種ではなく brun「茶色」の一種
であり、従って、複合語 gulbrun 全体の意味の根幹を占めるという点では、確かに後部要素-brun は主要







素のアクセントが消失ないし弱化する点を関連付けて論証を試みている (pp. 121-124)。 






本稿は、東京音韻論研究会 2013 年 1 月例会（2013 年 1 月 12 日, 東京大学駒場キャンパス）並びに北
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